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【公表番号】特表2002-509706(P2002-509706A)
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【国際特許分類】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年5月7日(2009.5.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　肺細胞の腫瘍状態の診断における補助方法であって、
　肺細胞サンプルにおいて、過剰発現した癌原遺伝子ｂ－ｍｙｂの存在を検出する工程、
を含み、前記過剰発現が前記肺細胞の腫瘍状態を示していることを特徴とする方法。
　　【請求項２】　前記過剰発現したｂ－ｍｙｂ癌原遺伝子の存在を、前記ｂ－ｍｙｂ癌
原遺伝子から転写されたｍＲＮＡの量を検出することにより決定する、請求項１に記載の
方法。
　　【請求項３】　前記検出を、配列：TGCTGCCCTG（配列番号１）又はその相補物を含む
プローブ又はプライマーを用いてサンプルを探索することにより決定する、請求項１に記
載の方法。
　　【請求項４】　前記過剰発現した癌原遺伝子の存在を、ｍＲＮＡの逆転写により生成
したｃＤＮＡの量を検出することにより決定する、請求項２に記載の方法。
　　【請求項５】　前記過剰発現した癌原遺伝子の存在を、前記癌原遺伝子によりコード
されるポリペプチド又はタンパク質の量を検出することにより決定する、請求項１に記載
の方法。
　　【請求項６】　前記腫瘍状態が非小細胞肺癌である、請求項１～５のいずれかに記載
の方法。
　　【請求項７】　肺細胞の腫瘍状態を逆転するための潜在的な治療薬を同定する方法で
あって、
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　前記肺細胞が癌原遺伝子ｂ－ｍｙｂの過剰発現により特徴付けられ、
　前記肺細胞を含むサンプルと潜在的な薬剤とを接触させる工程、及び、
　前記肺細胞の腫瘍状態の逆転をアッセイする工程、
を含み、
　前記腫瘍状態の逆転が前記潜在的な薬剤を潜在的な治療薬として同定する
ことを特徴とする方法。
　　【請求項８】　ｂ－ｍｙｂの存在を検出するためのプローブ又はプライマーであって
、配列：TGCTGCCCTG（配列番号１）又はその相補物を含むことを特徴とするプローブ又は
プライマー。
　　【請求項９】　ポリヌクレオチドが１０～１００の長さを有する、請求項８に記載の
プローブ又はプライマー。
　　【請求項１０】　ポリヌクレオチドが５０～１００の長さを有する、請求項８に記載
のプローブ又はプライマー。
　　【請求項１１】　ポリヌクレオチドが５０～７５の長さを有する、請求項８に記載の
プローブ又はプライマー。
　　【請求項１２】　請求項８～１１のいずれかに記載のプローブ又はプライマー又はこ
れらの相補物からなる固相担体。
　　【請求項１３】　請求項１に記載の診断方法における使用のためのキットであって、
　固体担体に固定化した請求項８～１１のいずれかに記載のプローブ又はプライマの１つ
以上、及び、
　肺細胞の腫瘍状態の診断における補助に使用するための説明書、
を適切な包装中に含むことを特徴とするキット。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
表２．ＮＳＣＬＣにおいて過剰発現した遺伝子のノーザンブロット分析



(3) JP 2002-509706 A5 2009.6.25

Ｔ／Ｎは、腫瘍における過剰発現のフォルド（fold）を示している。
「＋」：ノーザンブロットにより検出された転写。
「－」：ノーザンブロットにより検出されなかった転写。
ｎｄ：検出されなかった。
*は、試験した９つの細胞系の中で、検出可能なメッセージを有した細胞系の数を示して
いる。
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